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瓜類の開花に関する研究(第 1報)

自然条件下に於ける南瓜 (C.maxima)の開花時刻と

その経過について

回 村 勉ネ

Studies on the blooming of Cuculbitaceae. (1) 

On the time and the progress of blooming of squash (C. maxima) 

under natural conditions 

Tsutomu TAMURA 

by 

I 緒 三号
F弓

植物の開花現象については凡ゆる観点から研究が進

められ，作物に於ても禾本科の稲妻類等については国

の内外を間わず数多くの報告が見られる。然るに今日

迄瓜類の開花現象についてなされた実験結果は殆ど見

当らない。瓜類は疏菜の中では重要な位置を占め，一

般的な観察の下では早朝一斉に開花が行われる。これ

は環境要素たる光線・温度・湿度等に影響されるもの

であろうことは想像に難くなし、のであって，これ等原

因の究明には学術的にも甚だ興味深いものがある。一

方競菜の栽培に当つては近時病害虫の多発に伴って薬

剤撒布の頻度が高まり， 加えて「スプリンクラー」

による潜水方法が各方面で実用化されつつある。従っ

て果菜類である瓜類の栽培に当つては開花時刻及びそ

の経過等をよく掴んで置く必要がある。なぜならばこ

れ等の管理を行うに当って実施時間を誤れば授粉を妨

げ着果率を低下させる原因になるおそれがあるからで

ある。筆者は 1958 年の 7 月 ~10 月に亘って南瓜を用

い開花時刻とその経過について調査したのでその結果

を報告する。

本実験の課題はかって沢田教授より裁いたものであ

って実験実施に当つては終始御懇篤なる御指導と，本

* ;It海道大学農学部園芸学第一教室

稿を草するに当つては御校閲の労を賜った，記して深

甚の謝意を表する。

11 実験材料及び方法

使用品種竹内南瓜

材料は鉢植として伸長する蔓は根本にまとめて置

き，雌花は摘除して雄花のみを使用した(第1図ω，∞

参照〉。

上記材料を戸外で栽植し調査期を次の 4回に区分し

て開花時刻，開花に要ずる時間及び環境要素である光

線，温度，湿度の状態を調査して比較検討した。

調査期 第 1回 7 月 2 日 ~9 日

第 2 回 8 月 2 日 ~8 日

第 3 回 9 月 2 日 ~9 日

第 4 回 10 月 1 日 ~6 日

光線は写真用露出計を用いて測定を行った後，標準

照度計と対比して Luxで表示した。

温度，湿度の測定には自記計を使用した。

開花の程度を比較するには第2図に示す如くにして

算定し，開花度として表した。

III 調査結果並びに考察

(1) 南瓜の開花時刻と環境気象要素(光線，温度，

湿度)

1. 調査期別の開花時刻
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第 1図(1 ) 材料の{土立方 第 1図 (2) 材料のi:;.:tti'i状況

第2図 [J1(J花皮のs，CA'Yt; 第3図 調査JtJJ別のI:rJTEH寺亥IJ分布図

ぜfi筏 ABと誌記経 CDを測定して， ffJ ADB 
を算出し，この角度を開花度として表した。

4+羽に分けて調査した各時期の平均開花時支IJ及び:iJ，'lJ
査個体の開花H寺文IJの分113状態を示すと第H受及び第3

図の通りである。

第1表 調査期!J1j王子均開花時刻

調査個体数誠査囲i内I[] 討1EHfJ刻司 備考
時一分

第1同 705l506 料

節目i[1 曲 6 1 449 梓

1ff43悶 145 6 4.24 ** 
笥}4日 56 4 4.00 料

** 各調査期のfk円に 1ガ水準で有志、差がある O

これによれば調査時期が遅れる程開花時刻は促進さ

れるのであって，各調査期の間には 17~25 分の差が

%1 一一帯 1回罰百聞

~O 

20 

見られ，従って第1固と第4聞の聞には約1百年間余の

差兵を生ずることになる。

2. 調査期別の光線p 温度，湿度の状態

光線，漏度p 湿度ーの調査結果は第4，5， 61刻に示す

jJTIりである。

光線は調査期が遅れるにつれて朝夕共に約 30分づ

っ，郎ち 1日に約i時間J!照射時間が短縮されている。

従って第1匝と第41illでは日長が約3時間短日化され

たことになる。

気温は第 1田と第2回では開花nm背後に於て約1.5
Ocの差を認めるのみで他の時間では殆ど差がない。
第 3固では日中高温IJすに於ては前2者と差がなく他の

H寺問では第 2 回との間にl. S~2.00C の差がある。第

斗回では急激に気温の低下が見られ開花時前後では第

3 同との間に約 6~70C の差を生じている。

湿度を見ると日中高iR時は第 i田と 2回及び第3国

と4凹夫々の聞ではよく似た傾向を示し，第 1・2回

と~~ 3・4[Liiの借]には顕著な差異が見られる。然しな

がら開花時支IJ前後では各調査期の間に~く差がないか
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第 4図調査期の日長
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第 5図調査期の気温

8 12 16 

第 6図調査邦jの湿度

8 12 16 

j;iX;は 1~3μ の差を認めるに過ぎない。

以上の調査結果から云えることは南瓜の開花は第1

表及び第3図で解るように極早朝に行われるものであ

って然も時期が遅れる程開花時刻は促進される。吏に

開花は集中的に短時間に行われ，大体その日に開花す

20 

①第1回調査期
E三河光度の弱まった時間②第2回 ク

一一一及び夜間を示す ③第3回 ク

④第4回ク

ぺく予定された花は約1時間位の間

一一第1回調査期 に大部分のものが開花を完了する 0
.回目- .詰::l10'1

一一言=面 。 御園生氏が燕麦， Brome Grassに
一ーー且 a 問 。

20 24 

ーーー第 1日I調査JYJ
一一・第2因 。
一一一第3因 。
ーー第4J到 。

24 

ついて観察されたものでは日の

開花時間は約5時間に豆るのであっ

て，この点禾本科等とは大いに様相

を共にする日，6)。

次に開花に密接な関係を有すると

思われる環境要素の光線・温度・湿

度の調査結果と比較検討して見ると

次のことが推測される。先づ光線に

ついては南瓜の開花は極く早朝日出

と同時1こ行われるが如く見えるとこ

ろから日出と共に逐次強まる光線の

刺戟によるものではないかと予測さ

れたのであるが，第3回と第4回の

調査期では全く光線のない暗黒中で

も立派に開花が行われる事実からし

てこの予想は否定せざるを得ない。

然し時期が遅れるにつれて開花前日

の日没が早まるので翌朝開花すべき

花は早期開花のものに比し夕刻早く

光線を遮断され，夫だけ早く遮光状

態に置かれる訳であるが，これと開

花との関係については第2報で詳し

く述べることにする。又温度との関係につし、ては時期

が進むにつれて開花一定時間前の気温の降下に差があ

るので，街l園生氏の ~fi~友に関する報告白に於けると同

様にこれが開花行動を起す要因をなすものであるか何

うかこの点にも興味深いものがある。湿度は各調査期
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の開花時刻前後に於ける差は極く僅少で第 3・4回の 1. 開花は時聞が遅れるにつれて促進され各調査期

間では殆ど差が見られない。従ってこの湿度の変化が の聞には犬々平均値で 17~25 分間の差が見られ，こ

直接に南瓜開花の重要なー凶をなすものとは認め燃 の差は何れも 1μ水準に於て有意性がある。

い。 開花は集中的に行われ，その日に開花すべきものは

(2)開花行動の経過 早朝約1時間の中に殆ど総てが開花を完了する。

南瓜が開花を始めてから完了する迄の経過と，これ 3. 光線は調査Mが遅れるにつれて夫々 1日に約1
が時期によって異るか否かを知る為に 7 月 7 日 ~9 日 時間宛日照時間が短縮される。光線と開花との関係に

と 10 月 3 日 ~5 日の 2 回に亙って調査した結果を示 ついては第2報で詳述する。

すと第7図の通りである(凶版参照)0 4. 気温は開花時刻j前後に於て夫々の調査期の聞に
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A: 7 月 7 日 ~9 日に調脊した開花の経過

B :10 月 3 日 ~5 日に調査した開花の経過

5 

(A， B共に 8個俸 3反復供試個体数，各

処理 24宛)

この結果によると南瓜は初期の開花動作は極めて緩

慢であるが一旦動作が始まればその後約1時間にして

開花を完了する。t![Jち外観上は想像以上に短時間で開

花行動が行われるものであることが解る。又7月上句

と 10汀上句では開花現象の進行程度に何等差異ーを認

めない。但し第7図にもその傾向は見られるが，調査

時期が遅れる程本格的開花行動を起す以前の花菅の絞

みが早期のものに比し大であることが観察された。

IV摘要

1958年の 7・8・9・10月上匂の 4凶に亘って自然

条件下に於ける南瓜の開花時刻とその経過を知る為に

調査を行った。同時に調査期の環境要素である光線・

温度・湿度の状主主をも併せて測定し比較検討した。

約 2~70C の差が見られる。

5調査期によって開花時刻l前後の湿度に多少の差は

あるがこれが直ちに開花に影響するものとは考えられ

ない。

6. 時期を問わず開花行動は約1時間前後にして終

了する。
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図版説明

左側 1~5 : 7 月 10~11 日調査 右側IJ 1'""5 10月 9'""10日調査

1・・ー10日 19時 00分 間花度 4。 1. ... 9日 17時 00分 i;目花度 18。

2 ・・ 11 3. 30 1/ 380 2・・ 10 2 20 11 460 

3. ..・ 1/ 4. 20 11 580 3.・・ 11 3. 。。 fI 52。

4 ・・・
"
4. 50 11 830 4・・・ 11 3. 40 II 840 

5・・・ ." 5. 10 " 94
0 5・・・・ 1， 4 。。 I1 930 

Summary 

A study was made under natural conditions 

in order to clarify the relationship between 

the time and progress of blooming of squash 

cc. maxima) and atmospheric factors， i. C.， 
light， temperature and humidity. Observation 

was made on four occasions Cduring the first 

10 days of July， Aug. Sept. and Oct. respec-
tively) in 1958. 

The results obtained are briefly summarized 

as follows: 

( 1) The blooming time becomes ear1ier as 
the season advances with an average advance 

of 17 to 25 minutes per month. 

( 2) There is no difference by days in the 

time of blooming according. The time elapsed 

frorn the onset of the五rstflower to bloom to 

the termination of flooming of the last flower 

was approximately 1 hour. 

( 3) With one month advance of observa司

tion the mean day length of each month short-

ened by approximately 1 hour and the mean 

temperature lowered by 2~70C. From the 

above， it is conjectured that a close correlation 

may exist between the time of blooming and 

light or temperature 

( 4) No cons凶 ent tendency was seen 

between blooming and humidity. 

( 5) Approximately 1 hour is required from 

the onset to the completion of blooming in 

any one flower. 


